
勝
海
舟
生
誕
2
0
0
年

千
束
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
勝
海
舟
。

今
年
は
、「
勝
海
舟
生
誕
2
0
0
年
」の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
勝
海
舟
記
念
館
で
は
、

海
舟
の
生
涯
を
「
家
族
の
視
点
」
か
ら
紐
解
く
特
別
展
が
、
今
年
の
1
月
6
日
か
ら

来
年
3
月
10
日
ま
で
4
会
期
に
分
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

出
帆  

麟
太
郎
と
四
人
の
先
達
た
ち

　
　
家
族
と
歩
ん
だ
幕
末  

留
守
を
預
か
る
家
人
た
ち

家
族
と
歩
ん
だ
明
治  

海
舟
書
屋
へ
の
い
ざ
な
い

エ
ピ
ロ
ー
グ

終
着  

安
息
の
地
・
洗
足
池
へ

ふ
る
さ
と
千
束
で
は
、
特
別
展
第
1
部
に
お
伺
い
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
次
頁
で
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

現
在
は
、
特
別
展
第
2
部
「
家
族
と
歩
ん
だ
幕
末

留
守
を
預
か
る

家
人
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
洗
足
池
公
園
の
清
々
し
い
新
緑

に
囲
ま
れ
た
勝
海
舟
記
念
館
に
皆
さ
ま
も
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

年

ⅠⅢⅣ Ⅱ

勝海舟記念館
開館時間  午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）
休館日  月曜（祝日の場合は翌日）、年末年始、展示替え等による臨時休館日
入館料  一般300円、小中学生100円　（※各種割引あり） ▲詳細はコチラ

令
和
5
年
4
月
21
日（
金
）〜

8
月
6
日（
日
）

令
和
5
年
1
月
6
日（
金
）〜

4
月
16
日（
日
）

令
和
5
年
8
月
11
日（
金
）〜

11
月
26
日（
日
）

令
和
5
年
12
月
1
日（
金
）〜

令
和
6
年
3
月
10
日（
日
）

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

が
、
今
年
の

月
6
日
か
ら
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勝海舟生誕200年記念特別展

出　帆 麟太郎と四人の先達たち

特別展第１部は、1月 6日から 4月16日までの約15週間の日程で開催されました。
文政 6（1823）年の海舟の誕生から幕臣として飛翔を遂げるまでの約30年間に焦点を当て、

海舟に指針を与えた 4人の先達たちとの関係に注目し、海舟の人間形成の過程に迫る内容でした。

勝小吉 生き様を示した父

江戸下町を舞台に豊かな人脈を築き、海舟の成長
に大きな影響を与えた。今回、小吉晩年の日記か
ら蘭学に励む海舟を見守る姿が初めて紹介された。

大久保忠寛 幕閣の先輩

後の大久保一翁である。「海舟が諸藩の依頼で鋳物
師に鉄砲を造らせた際、海舟に賄賂を贈って質の悪
い物を造ろうとした鋳物師に対して毅然とした対応
をしたことが忠寛の耳に入り、知り合った」という。
海舟が歴史の表舞台に登場するに当たって、忠寛の
存在は看過できない。展示では、登用の経緯が詳
細に記された海舟自筆の「履歴書案」が初公開され、
その過程に若き日の一翁が関与していたことがわか
る。また、両者が初めて一緒に出張した伊勢・大坂
沿岸の海防調査に関する記録も展示されていた。

島田虎之助 剣と禅を教導

豊前中津藩出身の剣客。海舟の従兄・男谷精一郎の門弟で、剣術の師として海舟を鍛え、更に、精神修
養として禅の修行を課した。多感な少年の海舟に多大な影響を与え、海舟の人物の基礎を作った一人と
なった。展示では「明鏡止水」の理念が記された資料や虎之助による剛術の極意書が初公開された。

佐久間象山 兵学の師

信州松代藩の兵学者。20代の海舟に砲術や兵学の知
識を与えたことがわかる海舟所持の象山著書や、象
山が海舟を通じて大森町打場での砲術稽古を幕府に
申請したことがうかがえる公文書が展示されていた。

プロローグ

大
森
第
六
中
学
校
と
「
勝
海
舟
」

大
森
第
六
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
に
旧
清
明
文
庫
（
現
・
勝
海
舟
記
念
館
）
の
目
の
前
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。明
治
時
代
、勝
海
舟
の
別
荘「
洗
足
軒
」が
同
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
あ
た
り
に
あ
り
、

海
舟
と
ゆ
か
り
の
深
い
中
学
校
で
す
。

そ
ん
な
同
校
の
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
有
志
の
生
徒
さ
ん
17
名
が
、
勝
海
舟
生
誕
二
百
年
を
記

念
し
、
勝
海
舟
記
念
館
と
コ
ラ
ボ
で
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
ま
し
た
。

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
勝
海
舟
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
多
く
の
方
た
ち
に
関
心
・
興
味
を
持
っ
て

記
念
館
を
見
学
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
作
ら
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

ふ
る
さ
と
千
束
で
は
、
制
作
に
携
わ
っ
た
生
徒
さ
ん
達
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

制
作
に
取
り
組
ん
だ
感
想
は
？

★
反
対
の
立
場
に
い
る
西
郷
隆
盛
と
も
信
頼
関
係
を

築
き
、
江
戸
無
血
開
城
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
を
知

り
、
歴
史
上
の
人
物
と
い
う
遠
い
存
在
だ
っ
た
海

舟
を
身
近
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
偉
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

★
お
墓
が
洗
足
池
公
園
に
あ
り
、
海
舟
の
こ
と
は
小

さ
な
頃
か
ら
知
っ
て
は
い
た
け
ど
、
こ
ん
な
す
ご
い

人
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。

★
海
舟
の
功
績
を
調
べ
て
、
自
分
も
自
身
の
歴
史
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
関
連
し
た
本
を
10
冊
く
ら
い
読
み
ま
し
た
。

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
が
ら
、

色
々
な
資
料
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
作
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。

★
「
勝
海
舟
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
が
学
年
関
係
な
く
、
一
緒
に

な
っ
て
意
見
交
換
し
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

★
周
囲
の
人
た
ち
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
、
記
念
館

に
行
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Q

取材に応じてくださった生徒さん達

コンテンツは、
区HPで公開中です

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
わ
か
り

や
す
い
説
明
文
に
ふ
り
が

な
が
付
い
て
い
て
、
大
変

理
解
し
や
す
い
で
す
。

こ
れ
を
読
む
と
、
千
束
地
区
の
皆
さ
ん
も

「
勝
海
舟
っ
て
ど
ん
な
人
？
」
と
興
味
を
持

ち
、
も
っ
と
知
り
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
森
第
六
中
学
校
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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～みんなでつくった！ 3年ぶりの笑顔あふれるスポーツ祭り～

第 26 回 令和４年10月30日（日）開催

令和 4年10月30日（日）、千束地区自治会連合会主催の「第
26回千束地区スポーツ祭り」が、3年ぶりに洗足池公園子ど
も広場で開催されました。
開催にあたり、主催者と実行委員との間で話し合いが持た

れ、競技内容の見直しや時間の短縮及び新型コロナウイルス感
染症対策を実施する条件で開催が決定されました。
地域の方々が一同に集まるスポーツ祭りは、千束地区に住

む者としての“誇り”です。
例年の名物競技“自治会・町会対抗 綱引き”や、とりわけ“パ

ン食い競争” が中止されたのは残念でしたが…。
コロナが終息に向かいますよう、来年もスポーツ祭りが続

けられますよう、地域の皆様に感謝して、家路につきました。
（小木 素子）

洗足池小学校児童に
よる選手宣誓

気持ちのよい
秋晴れでした！

卵つかみゲーム
いくつ取れたかな～

大玉ころがし
力を合わせてがんばりました！

プログラム最後の競技
「これが青春だ！」（リレー）に

出場する選手たち

大玉
ころがし

卵つかみ
ゲーム

リレー

フラフープ
トライアスロン



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は

4
年
目
に
な
り
、
患
者
数
も
減
少
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
す
っ
か
り
外
出

時
の
必
需
品
と
し
て
習
慣
化
し
た
マ

ス
ク
着
用
も
、
場
合
に
よ
り
個
人
の

判
断
に
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

マ
ス
ク
を
外
せ
な
い
人
も
意
外
に
多

い
と
聞
き
ま
す
。
お
大
事
に
。

洗
足
池
公
園
で
は
今
年
も
梅
や

桜
が
見
事
に
咲
き
、
多
く
の
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
『
勝
海
舟
生
誕
二
百
年
』

に
あ
た
り
、
勝
海
舟
記
念
館
で
は
4

会
期
に
わ
た
っ
て
特
別
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
第
1
部
で
は
、
海
舟
の
生

誕
か
ら
幕
臣
と
し
て
活
躍
を
始
め
る

ま
で
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人

物
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
貧
乏

旗
本
の
長
男
と
し
て
挫
け
る
こ
と
な

く
、
剣
と
禅
の
修
行
に
励
み
、
更
に

蘭
学
（
兵
学
）
を
学
ぶ
。
嘉
永
6
年

の
ペ
リ
ー
来
航
に
伴
い
幕
府
へ
海
防

意
見
書
を
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、
幕

閣
へ
の
道
が
開
け
た
の
で
す
。

K
・
O

記

千
束
特
別
出
張
所

移
転
の
お
知
ら
せ

千
束
特
別
出
張
所
は
、
現
在
、
赤

松
小
学
校
敷
地
内
に
新
庁
舎
を
建
設

中
で
す
。
工
事
完
了
後
、
千
束
特
別

出
張
所
は
移
転
し
ま
す
（
令
和
６
年

冬
一
部
移
転
）。
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千束地区管内の数字

人　
　

口

男 11,602人

女 13,117人

計 24,719人

世
帯 13,820世帯

令和 5年 4月 1日現在

編
集
後
記

わ
た
し
の
仲
間
その16

https://www.city.ota.tokyo.jp/chofu/
ts_senzoku/jouhoushi/index.html

《
お
問
合
せ
先
》

千
束
特
別
出
張
所

0
3
-3
7
2
6
-4
4
4
1

私
た
ち
L
a
L
a
L
u
は
、
今
年

結
成
20
年
を
む
か
え
る
女
声
コ
ー
ラ

ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎
週
、
石
川
台

中
学
校
の
音
楽
室
を
お
借
り
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
会
場
も
活

動
条
件
も
規
制
さ
れ
、
長
い
活
動
休

止
期
間
を
経
て
、
昨
年
活
動
が
再
開

で
き
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
復
帰
し
ま

し
た
。

マ
ス
ク
を
し
て
歌
う
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
し
た
が
、
み
ん
な
に
会
え

て
、
ま
た
一
緒
に
歌
え
る
こ
と
の
嬉

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
練
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、昨
年
7
月
に
は
、

3
年
ぶ
り
の
大
田
区
合
唱
祭
が
開
催

さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
衣
装
を
着
て
、

緊
張
感
を
持
っ
て
歌
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
も
少
し
ず
つ
歌
う
環
境
も

ふるさと千束
バックナンバー

大田区ホームページで公開中です。

代
表
者

山
本

睦
美

連
絡
先

５
４
９
９-

３
２
７
３

Ｌラ

ラ

ル

ー

ａ
Ｌ
ａ
Ｌ
ｕ

（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）

整
っ
て
く
る
と
信
じ
て
、
楽
し
く
仲

良
く
声
を
出
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
一

同
で
す
。

み
な
様
も
道
具
の
い
ら
な
い
コ
ー

ラ
ス
を
健
康
の
た
め
に
も
ご
一
緒
に

い
か
が
で
す
か
？

音
楽
室
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★

★

【現】
千束特別出張所

【新】
千束特別出張所大岡山駅

中原街
道

大森六中

北千束駅

洗足池駅

長原駅

東
京
工
業
大
学

環
七
通
り

洗
足
池




